別紙２

平成２５年１０月１２日（土）に「都市計画法に基づく開発許可の基準に関する条例検討市民会議」を行ったところ、以下の意見がありました。

意見の概要と、意見に対する市の考え方をまとめましたので、意見の概要とあわせて公表します。

都市計画法に基づく開発許可の基準に関する条例（素案）への意見　１件
	意見の概要
	市の考え方

	敷地面積（の最低限度）については、市街化調整区域はよいが、市街化区域の３宅地以上の場合、（１宅地に限り１３５平方メートル以上とすることは）県の基準や現在の市の基準よりもレベルを下げることになり、良好な住環境を守ることと逆行し、県との整合性も図れなくなるのではないか。状況を勘案してということだが、このような規定を設ける必要があるのか。
全て１５０平方メートル以上とすることはできないのか。


	現行の市指導要綱の運用において、市街化区域及び市街化調整区域で、どうしても１５０平方メートル未満の区画が生じてしまう場合、その区画が１３５平方メートル以上かつ全体の区画数の３分の１以下であれば、その区画を認めております。しかし、今後は条例の規定として、開発区域の形状により条例第４条第１項の基準を満たせない場合は、１宅地に限り敷地面積の最低限度を緩和し、市街化区域では１３５平方メートルを考えております。



※都市計画法に基づく開発許可の基準に関する条例（素案）以外の意見あり。
